
 

～ 住民の皆さんと 町長（職員）が 

   まちの今や将来について 意見交換をする懇談会を開催します～ 

今年度のテーマは 

「大口町のこれからの公共交通」 

 

 

 
 
 
 
 

■ 開催日時・場所   

開 催 日 開催時間 開催場所 

令和８年２月１５日 

（日曜日） 
午後１時３０分～３時 

大口町健康文化センター 

１階 多目的室 

★ 申込不要で、どなたでも参加できます！ 

【問合せ先】大口町 総務部   企画政策課 📞９５－１６１７ 
          地域協働部 町民安全課 📞９５－１９６６ 

令和７年度 地域懇談会 

 

「未来につなぐ  

大口町の公共交通を考える」 

 生活の足、通勤・通学、将来のまちづくりなど 

気になることを一緒に考えましょう。 

別紙①　令和７年度地域懇談会について
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懇談会 議事録 

【司会】 

ただいま町民安全課より説明のございました内容について、ご質問等がございまし

たら、お手を挙げていただき、座長が指名させていただきましたら、その場でご発言

をお願いします。ここからの進行につきましては、副町長お願いします。 

 

【座長：水野副町長】 

はい、それではよろしくお願いします。 

まずもって今日会場にお越しの皆さんの状況を確認させていただきたいので一つ質

問をさせていただきます。 

今日この会場へ自家用車以外の手段で来た方がお見えになりましたら少し挙手をお

願いしたいと思います。 

 

＜３名挙手。うち２名は自転車、１名は徒歩＞ 

 

今３名の方が自家用車以外の手段で、こちらの方へお越しいただき、残りの方につ

いては自家用車でお見えになったということで、いろんな大口町の調査の中でも、や

はり自家用車が移動の中心ということは間違いないということです。 

公共交通を考えるに当たりまして、前半の部分では、今現在、自家用車が中心とい

う生活の中で、こんなことに困っている、もっとこんな風になるといいなというよう

なご意見をまずはいただきたいと思います。その後、いずれ何十年かして自分が車に

乗れなくなって、免許を返納した後、将来的にこんな風になるといいなというような

お話を聞く時間を設けたいと思います。 

まずもっては、今、この自家用車が乗れる、自家用車で移動ができるという状況の

中で、今の状況についてもっとこんなふうになるといいな、巡回バスに限らなくても

結構です。 

例えば、公園へ遊びに行くのに公園に駐車場ってないよねというようなお話でも結
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構ですし、今現在の生活の中で何かもっとこうなるといいなというようなご意見があ

ったらぜひお伺いをしたいと思います。 

 

【参加者】 

通院に巡回バスを利用しており、今は朝６：３７のバスで江南駅に出ています。柏

森駅や布袋駅に出たくても出られないので、もう少し行先が増えるといいと思いま

す。今のバスの乗客は高校生もいるが、もっと便利が良くなったら、学生や通勤の方

も利用できるのではないかと思うし、６：３７よりもう少しあとの時間があればいい

と思っています。 

大屋敷に住んでいますが、６：３７に乗ると次が９：４０頃しかないので、この間

に鉄道に乗るためのなんらかの手段があるとありがたいなあと思います。 

 

【座長】 

大屋敷から江南駅へ乗り入れることはできるが、布袋駅や柏森駅へ出るような路線

があると非常に便利。あるいは時間の問題というようなお話ですけども、事務局の方

で何かお答えできることがあれば。 

 

【町民安全課：近藤課長】 

中部ルートの朝の便の質問だと思いますが、先ほど説明をした国の法規によって減

便をしました。２０２４年問題で中部ルートに限らず、他のルートも朝夜の便を減ら

しております。２０２４年問題でドライバーの休憩時間を確保しなさいというものが

提示され、９時間の休憩時間をとらなくてはいけないため、減便したところです。今

時刻表を確認したところ、（中部ルートの朝６時から９時の間が）だいぶ空いてしまう

という形にはなっていますので、ご意見として検討させていただきたいと思います。 

 

【座長】 

ちょうど今、質問の方は通院で使われているとのことでしたが、よく皆さんからお

聞きするお話として、直接江南厚生病院へ巡回バスが乗り込むといいよねとか、直接
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小牧市民病院に乗り込むといいよねというお話をよく耳にします。なかなかここの部

分っていうのが、町でやろうと思うと、名鉄バスさんとの関わりがあったりいろんな

部分で難しい部分があるんですが、そうした中でちょうど今、南地域のところで、サ

ポートカー事業というものがありまして、そこではおそらくたくさんの方が直接ご自

宅から通院で江南厚生病院まで送っていただいたり、というようなことをやっていま

す。 

本当は最後にサポートカー事業をやってみえる方に少しお話をしてもらおうかなと

思ったのですが、ここでちょっと今、南地域で行っているサポートカー事業について

ちょうど今日ドライバーをしている方がお見えになっておりますので、少しお話をし

ていただけると助かりますが、どうでしょうか？ 

 

【参加者】 

南地域の方でサポートカーのドライバーをしています。サポートカーは現在３人で

ドライバーをさせていただいております。 

サポートカーは９時～１６時まで、月～金しか動いていません。１月は１２０回運

行しております。増えては来ているが、まだ余裕があるのでぜひ皆さんに利用してい

ただけると良いと思っています。利用は通院が多く、午前中に集中しております。会

員制で８０名ほど登録があり、前日までに予約をすると利用できます。 

今後のことを考えますと、大口もどんどん高齢化しまして、あと１０年ぐらいする

と約４０％が高齢者になってくるということです。今利用されている方は足が悪く、

コミュニティバスが使えない方が多く、バス停まで１０分２０分歩いて、待っている

時間が耐え難いという人が多いです。無料であって、大口町の事業なので気軽に利用

してほしいが、利用者の中には「自分ばかりが何回も使うと申し訳ない」「ほかの人に

も使ってもらいたい」と遠慮される方が多いように思っております。 

今は南地域だけで行っていますが、北地域の中でもそういう声がございます。病院

へ迎えに行くと、南地域の方はサポートカーで帰るが、別の地域の方はタクシーで帰

らなければならず、ぜひやってほしいという声も聞きます。中地域は駅まで近いの

で、あまり重要視されていないですが。 
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【座長】 

ありがとうございます。 

南地域のサポートカー事業、８０名ほどの利用登録があるとのことですが、これは

地域のボランティアさんにやっていただいていることであり、それを公共交通として

頼り切ってしまうのは間違った方向だと、地域の課題を解決するために南地域の方た

ちが立ち上げたものであるので、町としては地域の課題解決をするために十分支援を

していくという形で今後も広がっていくと良いと思っています。 

 

それでは他の方、何か今現在、まだ自分が車乗れる、車での移動が中心だけどこん

なことに困っているということがあればぜひご意見をお聞かせいただければと思いま

す。 

 

【参加者】 

南地域に住んでおり、母もサポートカーに登録はしているが、遠慮して、娘である

私が仕事を休んで医者へ連れて行っています。今サポートカーを利用しているのはさ

くら大学に行くときだけです。 

また、姉が全身麻酔の検査で土曜日の朝さくら病院へ行くことがあったが、大屋敷

から歩いてさくら病院まで行き、帰りはさくら病院から一期一会荘までバスでそこか

ら歩いて帰ってきました。 

働く世代の人も検査等の事情で運転できないことがあるので、家族の困りごととし

て実感しました。 

 

【座長】 

働く方でも病気などで、帰りに車の運転ができないということで、交通関係で困る

というようなお話をいただきました。 

最近、タクシーを電話で呼んでもなかなかタクシーが来ないというお話をよく耳に

します。今アプリ登録をしてスマホで事前に予約をしていくとタクシーがその時間に

来てくれるというサービスというのがあります。 
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タクシーアプリで予約というのを使ってみたことがある方お見えでしょうか？ 

 

＜２，３名挙手＞ 

 

やっぱりまだ若い世代中心になりますね。 

よくタクシー呼んでもなかなか来ないというお話をよく耳にするんですが、そのと

きはやっぱり電話でタクシーを呼ぼうとされていて、そうするとタクシーの運転手さ

んも少ないという中では、やはりなかなか難しい。 

そうしたときにタクシーのアプリを使うと、事前にわかっている場合、決まった時

間にご自宅までタクシーが迎えに来てくれるんですが、町民安全課の方でその辺説明

できますか。 

 

【町民安全課】 

タクシーアプリとしては、ＧＯやＵｂｅｒというアプリがございます。 

電話をかけるとなると、例えば名鉄タクシーだとその会社に電話をかける形になる

ので、そこの会社がだめだとなかなか捕まらない。しかし、アプリで登録すると１社

だけではなくて、全てのタクシー会社に対して空いているところを探す形になりま

す。これがタクシーを捕まえやすい理由であろうと思っています。 

ただ、これも地方だったり、都市部だったりして、その辺の使い勝手はまた変わっ

ていきます。この地域に対しては、タクシー会社は結構ありますので、そういった意

味では電話をかけるよりは、おそらくこのアプリで登録したほうが確実に捕まるので

はないかと思っています。 

それに関連して、長寿ふくし課で外出支援サービスをやっているところですが、こ

のチケットがこのようなアプリでも使えるようにならないだろうかとは個人的に考え

ているところです。 
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【座長】 

高齢者の方の外出支援で、町ではタクシーチケットや巡回バスの回数券をお配りし

ています。こうしたタクシー券の中にタクシーを呼ぶための二次元コードが一緒にお

渡しできると使いやすくなるのかなという気がしますが…… 

実際にタクシーのアプリをスマートフォンで使う等、スマートフォンの利用に不安

があるという方、会場にみえますか？ 

例えばスマホの使い方よくわからないから、なかなかアプリがあっても、それ難し

いよねっていうような方は…… 

 

＜１名挙手。他、高齢の母がスマートフォンを所持していないという話も＞ 

 

スマートフォンではない携帯を使って見えるという方もみえたということですが、

スマートフォン、なかなか年配になってくると使いこなせないというお話をよく聞き

ます。 

タクシーのアプリって僕も時々使うんですけども、タクシーに乗るには非常に便利

だからと思って使っているんですが、実際年配の方がそれを登録して使えるのかとい

うと難しい部分もあると思います。 

例えば講習会を開くですとか、そういったことをやって年配の方もそうしたものが

使えるようになると、より暮らしやすくなるのかなと感じます。 

 

他にご意見がありましたら。はい、どうぞ。 

 

【参加者】 

バスのルートを決めるときに実際にバスに乗車して停留所を決めたという話でした

が、以前は８２と４２の停留所の間、大御堂の集会所のところにバス停がありまし

た。減便により遠いところだけが残ってしまったため、バス停を戻してほしいと３度

ほど長寿ふくし課にお願いをしたが検討されていないのか……利便性がなくても集会

場なら真ん中にあるので、そこを戻すようぜひ検討していただきたいとお願いしにき
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ました。 

 

【座長】 

バスルートの変更の関係で、ちょうど大御堂中心地にある大御堂集会所の停留所が

なくなってしまって、大御堂の地域としては、端の方だけに寄ってしまったというよ

うなご意見でよろしいですね。 

このルートの変更にあたって、どういう考え方でこういった変更をしたのかという

ことで少し説明をしていただけますか。 

 

【町民安全課】 

2024 年問題のときに変更があったものです。そこのバス停を通ることによって、

バスの運転手さんの休憩時間が取れないということが発覚しました。そのため苦肉の

策として、距離やバス停を減らし、運転手さんの休憩時間を取れるように調整させて

いただきました。今回、意見としていただきましたので、またルートを考える際には

検討材料とさせていただきたいと思います。 

 

【参加者】 

大御堂の入口に近いところより本郷へ行く方が近く、不便なので大御堂の人はほと

んどだれも利用していないのではないかと思います。 

 

【座長】 

ルート変更については、変更前後において地域の方の意見を聞く場は設けています

か。 

 

【町民安全課】 

変更する際は、公共交通推進会議で周知はさせていただいているが、住民の方にそ

こまで伝わっていなかったというのはこちらの問題だと思っております。引き続きこ
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ういった問題については皆様への周知を図りたいと思っております。 

 

【座長】 

２０２４年問題でこれまでのルートを走ることは難しいということで公共交通会議

の中で話をしながら減便やルートの短縮を行っていたが、やっていくごとに地域の皆

様からいろいろな意見があがってきます。そうした中ですべてには難しいが、柔軟な

対応も今後必要になってくるのかな、と。例えば、道路幅員が狭くて走れないのであ

れば、その道路そのものがどうだろうということも一回考える必要があります。巡回

バスが走れない道路に消防車や救急車が入っていけるものなのかとか、そんなことま

で考えていく必要もあると思います。道路が狭いから入れないよっていう考え方だけ

はどうかなと思いますがその辺どうですか。 

 

【町民安全課】 

まちづくりという観点で道路幅員を広げる等、多面的なところで考えていかねばな

らないというのは思います。 

 

【座長】 

他に何かご意見があれば。 

 

【参加者】 

以前住んでいた福岡では移動手段に困りませんでした。そこから母を呼びました

が、病院に行きたくてもバスがない、バス停まで遠く、母を病院に連れていくには仕

事を休んで家族が車で送迎しなくてはいけない。まちづくりの観点としては、自分で

行きたいときに行きたいところにいけるのが理想だと思っております。そこにどれだ

け近づけるかが重要だと思っています。交通インフラを整備するということは大口町

にとっての最重要課題のひとつだと思うので、これからのことを話し合うことに期待

しています。 
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【座長】 

今の話の中で行きたいときに行きたいところへ行けるという話がありましたが、事

務局、どうでしょうか。 

 

【町民安全課】 

行きたいところに自由に行けるのが理想だと思います。そこに対して行政としてど

こまでコストを抑えて、交通インフラを整備するかというところが非常に難しいとこ

ろだと考えています。大口町では２０２４年問題を受けてルートを大幅に減らしまし

たが、他市町では、これに対応できず運輸局に入られているという話も聞きます。 

団塊の世代が７５歳を超え、７５、７６歳くらいだと運転はまだやっている方が多

い感覚ですが、その方たちは５年後も運転ができるのかというとそれは難しいと思い

ます。この団塊の世代が一気に免許返納となったときにどうなるのかということは考

えております。希望的な話にはなりますが、５年１０年のうちに自動運転のような技

術が発展し、自動運転でタクシーが配車等できるようになったら、公共交通もカバー

ができるようになっていくのではないかと思っております。 

 

【座長】 

担当課の方では難しい部分があるが、公共交通を考えるうえで、究極の目的は「い

つでも行きたいところへ誰でも行けること」。これを最終の目標にしていろいろな計画

を作っていくべきであろうとは思っています。 

 

【参加者】 

バス停のことについて意見が多いと感じました。ルートを走っている間に停留所以

外でも手を上げたらバスが止まってくれるシステムを使っている町があるそうです。

そういう町を調べたことはありませんか。 

 

【座長】 

今現在のルールはバス停があり、乗降については必ずバス停でしていただくという
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ものですが、ルート上であれば乗りたい人がいつでもバスを止めて乗降できるという

……事務局、承知していますか。 

 

【町民安全課】 

初めて聞いたパターンですが、おそらく定時定路線以外のデマンドバスに近い形の

バスであれば可能なのかという気がします。一度調べてみます。 

 

【参加者】 

バス停まで遠いという意見があったので、バスが来て乗りたいときに手をあげて乗

れるようになると利便性がまた変わってくると思うんですけれども、一度調べてみて

ください。 

 

【参加者】 

知り合いの方の話ですが、２０２４年前まではドン・キホーテへ買い物に行くのに

１０時前のバスに乗れて昼前に帰ってこられたが、帰りのバスがさくら病院で止まっ

てしまったため、買い物にいって帰ってこられるのが１時すぎになってしまうとの話

を聞きました。今はバスがないため、８０代の方が自転車で買い物にいっているそう

です。外坪区は高齢者が多く、免許書を返納した人も多いが、そういった人はこれか

らどうするんだろうと、もう少し地域の意見を聞いていただけるとありがたいと思い

ます。 

 

【座長】 

減便やルート短縮により地域の中ではなかなか不便になっているということで、こ

ういったことに関して地域の意見を聞くことができないのかという意見ですが。 

 

【町民安全課】 

非常に心苦しいところではありますが、今回対応をしないと運輸局の監査が入って
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しまうということで、下手をすると営業停止になってしまう可能性もあるため、苦渋

の判断をさせていただいたところではあります。その中でもどういったことができる

か検討していきたいと思います。 

 

【座長】 

巡回バスの利用が広がっていかない、赤字が膨らむ、ましてや２０２４年問題があ

って減便をする、ルートを短縮すると余計利用が減ってしまう。負のスパイラルに陥

らないように、いろいろと知恵を絞って、地域の方のご意見を聞きながら巡回バスと

いうのを利便性があるようにする計画を今後作っていってほしいと思います。 

それでは、ここで今回皆さんほとんどの方が乗用車でお見えになったということで

すが、少し先のことで、自分が車に乗れなくなったときの、今の大口の現状を考えて

みてこういうことが不安だなということがもしあれば。 

将来的に車が乗れなくなったら今のこの状況ではちょっとこういうところは不安だ

なということがもしあればご発言をいただければと思います。 

 

【参加者】 

母が生活習慣病を患っており、すずいクリニックに通っているが、大御堂からすず

いクリニックに行くバスがなく、サポートカーの方にお世話になっています。みんな

の要求を満たすことは難しいと思うが、例えば学区で分けて第一水曜日は南小学校区

の学供を回っていろいろな病院に行けるというような、柔軟な対応ができないか検討

をお願いしたいです。 

 

【町民安全課】 

定時路線の枠の外でという形だと思うのですが、病院に行くため、買い物に行くた

め、という限定的用途の話は、公共交通の枠の外で検討させていただきたいと思いま

す。 
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【参加者】 

自分が免許返納したあとを考えたとき、バスがそこまで（１０年後とか）継続でき

るのかをお聞きしたいです。 

 

【座長】 

バスの継続が将来に渡って大丈夫なのか 

 

【町民安全課】 

継続はしていかねばならないと思っております。昨今の物価高で経費は右肩あがり

にはなっているが、皆さんの足を確保するという点で継続はしていきたいと思ってい

ます。 

 

【参加者】 

公共交通自体が非常に重要な地域であると考えています。近くのバス停ではなく、

集約したバス停で便数を減らすと条件は変わっていくと思います。 

例えば、小牧や犬山も同じ企業がやっているかと思うが、相互に乗り入れにより合

理化できるのではないかと。今は柏森駅、江南駅、布袋駅へバスが接続しているが、

楽田駅や小牧駅にもアクセスできるのであれば利便性があがるのではないかな、と。 

通勤や駅利用が多く、買い物と合わせると６０％くらいの方がその目的で利用され

ているということで、行きたいところにいつでも行けるが理想ではあるが、利用者側

にも妥協は必要だと思います。便数を減らしてそういうところにアクセスしやすくす

るのもひとつの方法ではないかと思います。 

バス停を拠点化して、拠点のバス停からそういった駅に行くようにするとか、今後

考えていく中でそういったことも考えていただければと思います。 

 

【座長】 

犬山、小牧との相互乗り換えにより合理化できないかということですが、実際相互
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乗り入れは始めていますか。 

 

【町民安全課】 

実際には小牧や犬山のバスが大口町内に乗り入れています。今後もそちらの市町と

連携を取りながら乗り入れについては検討していきたいと思います。 

 

【参加者】 

前の資料を見て、こんなにたくさんのお金がかかっていることに驚きました。客数

で割ると非常にお金がかかっている。サポートカーは乗客を乗せて走ることに加え、

場合によっては１回で２、３人乗せて順番に送っていくので、今は南地域しかやって

いないんですが、北地域も早く実現させてサポート—カーを充実させていけるとあり

がたいです。 

 

【参加者】 

アンケートの回答をした方が３０代５０代中心となっているので、駅等が多いと思

うが、これが６０、７０、８０代中心のアンケートだとしたら、ドン・キホーテや病

院等が中心となるような、今と全く違う結果になると思います。 

これから大口町も高齢者が増えていくということなので、高齢者をもう少し中心に

いれて考えていただけると。例えば、今はバスが町内を大きく回っているが、南地域

だけ、北地域だけをまわるような小回りをするような形にならないでしょうか。 

 

【座長】 

南地域なら南地域の中だけをぐるぐる回っていくというようなお話の中で、ちょっ

と視点が変わってしまうかもしれないのですが、今年５月末をもってヨシヅヤさんが

閉店をされるというお話が出ています。今まで大口町では南部にヨシヅヤがあり、中

部にドンキがあり、北部にはバローがあり、南中北それぞれに大きなスーパーがあっ

たわけですが、例えば南のヨシヅヤがなくなってしまう、そうした場合に、南地域だ

けをぐるぐる回して、そういった方をバローとかドンキへ運ぶというようなバスとい
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うのは考えられないんですか。 

 

【町民安全課】 

ヨシヅヤがなくなることによって、そこのバス停もなくなります。そういったこと

に対して、そういったバスの必要性はおそらくあるのだろうということで、その辺は

検討の方をさせていただいているところであります。 

 

【座長】 

この意見の前にも大御堂の女性の方からも南だけをぐるぐる回したり北だけをぐる

ぐる回したりというようなことできないかという意見がありました。こういったこと

がまた一つの手法だと思いますので、今後、地域公共計画を作る中でそういったご意

見を踏えながら計画を作っていければと思います。 

時間的におそらく最後になるかと思いますが、そしたらこちらの方まだ意見いただ

いてなかったと思いますので、どうぞ。 

 

【参加者】 

２点ありまして、１点がバス停の安全の確保というとこで、あまりコミュニティバ

スを使ったことがなくて恐縮なんですが、私の家宗雲が一番近いんですね。ここは道

路の歩行者のラインが非常に狭くて、結構車がスピードを出して走りさるので、バス

の利用者の方も結構スピードを感じているのではないかということで、バス停の安全

の確保をどのように考えていますかということです。 

もう１点が大口町に対応したタクシーアプリというのがわからず、以前飲み会の帰

りに布袋駅でＧＯというアプリとＤｉＤｉというアプリ入れましたが、どちらもエリ

ア対応していないということがありました。こちらは江南市の管轄になるので、関係

ないのかもしれないんですが、大口町の方も布袋駅を使っている方たくさんいらっし

ゃると思うので、このアプリだったら使えますと、タクシー絶対呼べますというアプ

リがあれば、そういった情報交換もしていただければなという点でよろしくお願いし

ます。 
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【座長】 

はい、じゃあ２点いただきましたのでお願いします。 

 

【町民安全課】 

バス停の安全確保につきましては、県の方で危険な場所ではありませんかという調

査がありまして、そういった箇所については改善しなさいよという形で、今のとこ

ろ、Ａ、Ｂ、Ｃの形で判定が出るんですけども、危険なところは改善させていただい

ている状況ではあります。 

ただ、今の道路、バス停の近くを車が走って危ないというところで、ちょっとバス

の話は離れるんですけども、交通安全の話で、今年の９月からいわゆる生活道路が６

０キロ規制から３０キロ規制になります。そういったことも町民安全課の方で積極的

に啓発していきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

タクシーアプリのことにつきましては、ごめんなさい、さっきこういうアプリで呼

びましょうっていうことを言ったんですけども、実際私使っていませんので、その辺

は、私も研究させていただきたいと思います。 

 

【座長】 

それでは予定しました時間となりますので…… 

＜一人挙手＞ 

では手短にお願いいたします。 

 

【参加者】 

すみません、ありがとうございます。手短に行きます。 

私も将来的に不安があるので、ぜひ言いたいなと思いまして、朝夕の交通量、輸送

量を考えると今のコミュニティバスをなくすことはできないと思います。日中もいき

なりなくすのではなく、犬山市さんがこれから行うような日中便を週に２日とか３日

に減らして、その減らした分、公共ライドシェアの実証実験をすると。どちらが使い
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勝手がいいですかということを最終的に市民に聞いて使い勝手がいい方を導入すると

いうことを犬山市さんが始めます。ですから、大口町の方も、ぜひまず国土交通省の

中部運輸局と話されて、実証実験するにあたっての補助金は何が出せるかということ

を聞いて、大口町でも日中便を週に２日とか３日に減らしてもらって、運転手が確保

できるのであれば、その分ライドシェアを導入するとか、あおい交通さんが進めるデ

マンド交通を入れてみるとか、あとは以前あった東海理化さんの話をもう一回話して

みるとか。サポートカーでもデイサービスの車でも１回相談してみるとか、チョイソ

コさんの形態みたいなことを導入してみるとか、いろいろやってみて、町民の声を聞

いて、これが一番使い勝手がいいなということで最終的には決めてほしいということ

があります。 

私もフリー走行、先ほどおっしゃった手を挙げれば乗り降りできるっていうのを乗

りに行きました。本当に便利ですけど、これは道路幅や交通量で中部運輸局の許可が

降りないことが多いです。だから許可がおりるかどうかは調べてもらわないと、わか

らないです。 

そして先ほども近藤課長の方から話がありましたけど、将来的には自動運転をつか

う、私のひ孫の頃には大口町に自動運転のバスタクシーが走っていると思っていま

す。ですから、まず基幹ルートあたりでレベル２の実証実験、なかなか今自動運転の

手を挙げても政策が通らないらしいですけど、将来基幹ルートで自動運転をする。 

そして例えば、健康文化センターがあるところをパークアンドライドの拠点にして

もらって、ここに自転車や車で来れば、ここから出ているバスがどこでも行けるよう

なパークアンドライド方式とか。 

あとはここにモビリティハブですね。いろんなところでやっていますけど、例えば

コンビニのイートインを待合所にすれば、雨でも夏も真冬も快適にバスやタクシーを

待てる。そういうモビリティハブの拠点、今ホンダさんやコンビニさん、いろんなと

ころが協力しています。そういうモビリティハブの構築や、あとはカーシェアやシェ

アサイクリングを置く、そういうことも含めて、あらゆる移動手段を試してほしいと

私は思います。 

これは直近の話でも将来的に大口町は本当に住みやすいまちづくりとして移動手段

としてあらゆることをやっていただいた上で決定してほしいなという思いを込めまし

てよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 
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【座長】 

ありがとうございます。 

やっぱりいろいろな実証実験をやって、町民の皆さんの意見を聞きながら、大口町

にどれが一番合っているんだというとこをやっていくことが必要なのだと感じていま

す。それでは時間になりましたので、最後皆様方の意見を聞いて町長からひと言お願

いします。 

 

【町長】 

いろいろなご意見ありがとうございました。 

やりたいことはあるが、先ほど見ていただいたように毎年５０００万か６０００万

かという赤字があります。 

実は自動運転の話はトヨタの小さいバスのようなものを走らせてはどうかと見に行

ったことがありまして、柏森駅からドンキのあたりのところまで自動運転できないか

とかいろいろなことを考えていますが、今日皆さんがいろいろと苦労しているという

話を聞いてより真剣に考えねばならないと思いました。 

皆さんがいいとおっしゃる１００％は絶対的に不可能ですから、５０％が６０％に

なり、６０％が６５％になれば改善されたというようなことだろうというふうに思っ

ておりますので、ぜひそういう意味でもっと犬山の話や小牧の話も出ていましたし、

２０２４年問題だとかいろいろな問題がでています。サポートカーも町の車を提供さ

せていただいているということですが、もう少し大きい車を買って、それをまわした

らどうかというのも思いました。 

先ほど南地域をぐるぐる回ったらという話も出ていましたけれど、サポートカーで

南の地域をぐるぐるまわるってできますか？ 

 

【参加者】 

できますよ。車乗る誰かさえいれば。 
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【町長】 

例えば、ここ健康文化センターにバスターミナルのようなものを作って、南地域を

ハイエースでまわり、皆さんをピックアップしながら健康文化センターに到着する。

そしてそこから基幹バスを走らせた方が便利いいのではないかとも思いました。これ

からどうしていくかというのはまた考えていかなくてはならないが、それで赤字が減

るのであればいいのではないかと思っているので、ぜひまた個人的にもご意見いただ

ければ、町民安全課に言っていただければ話聞きますので。 

ただ、皆さん個人の問題ではなく、地域全体のこと、町全体ということになるの

で、１００％をお聞きすることは多分不可能だと思っているので、そのあたりはご理

解のほどをよろしくお願いいたします。 

今日の１時間半の会議で進行してくれた皆さん方、ご意見をいただいた皆さん方の

ことをこれからも真剣に考えてまいりますので、ぜひご協力のほどよろしくお願い申

し上げ、本日のお礼に変えさせていただきます。 

本日は大変貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

 

【座長】 

それでは座談会の方はこれで終了させていただきまして、進行の方へ戻したいと思

います。 



2026/2/15

1

大口町 地域協働部 町民安全課

令和７年度 地域懇談会

未来につなぐ 
大口町の
公共交通
令和８年２月１５日

もし、今のように
車を使えなかったら…

・病院へどう行きますか

・買い物はどうしますか

・ご家族の移動に不安を感じた
ことはありませんか
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１ 大口町の公共交通の現状

大口町ならではの移動事情

町内には鉄道駅は
ありません

民間の路線バスは
運行されていません

タクシーの供給にも
限りがあります
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鉄道駅はないけれど…
大口町のすぐ西側には
名鉄犬山線の駅、
東側には
名鉄小牧線の駅があります。
町内に駅はありませんが、
主要な鉄道へのアクセスは
確保されています。

毎日のくらしを支える
移動手段

◆定時・定路線で運行されている
公共交通としては、
「コミュニティバス」
が中心となっています

◆多くの方の移動を支える
大切な交通手段です

5

6



2026/2/15

4

２ コミュニティバスについて

コミュニティバスって、
どんなバス？

◆町内を定期的に走る、
誰でも利用できる公共交通です

◆通勤・通院・買い物など、
日常の移動を支えています

◆町内全域を運行、１乗車100円
年末年始以外は毎日運行しています

◆利用者数 年間 約10万人
一日あたり 平日 約350人

土日祝 約120人

7
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利用者アンケートから（令和７年11月実施）

・駅利用が最も多い
（全体の約４割）

・商業施設、病院、公共
施設への利用も一定数

・企業関連の利用もあり

①どんな用事で
使われている？

・午前７時〜10時台と
午後17時台に集中

・朝や夕方、夜の利用は
通勤・通学が８割

②いつ
よく使われている？

・80歳以上が最多

・70歳代以上が多く、
20歳代以下はやや少なめ

・幅広い年代に利用
されています。

③どんな年代の人が
使っている？

実際には、こんな使われ方が多く見られます

◆駅利用が圧倒的に多い（全体の4割）
柏森駅(19.9％)＋布袋駅(10.7％)＋江南駅(9.1％)＝40％

２〜３人に１人が「鉄道駅のアクセス」
を目的にバスを利用しています。

①どんな用事で
使われている？ 利用数

ＲＡＮＫ バス停名
一日

あたりの
乗車数

一日
あたりの
降車数

1 柏森駅 53.5 1 61.4 1
2 布袋駅 30.6 2 31.9 2
3 メガドンキ・ユニー前 28.0 3 25.1 4
4 江南駅 12.6 6 30.5 3
5 東海理化前 13.5 5 15.9 6
6 パロマ前 22.3 4 4.7 10
7 大口町役場 10.7 9 16.1 5
8 さくら総合病院前 12.3 8 14.3 7
9 健康文化センター 12.5 7 13.7 8
10 バロー前 9.4 10 8.8 9

利用者の多いバス停トップ10

◆商業施設、病院、公共施設への
利用も一定数あり
メガドンキ・ユニー前、大口町役場、
さくら総合病院、健康文化センター 等

◆企業関連の利用もあり
東海理化前、パロマ前 等

9

10
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◆通勤・通学が最も多い
全体の４割と圧倒的に多い
特に、各駅と町内企業を行き来する
利用が多い

①どんな用事で
使われている？

◆買い物・飲食も２割と大きな割合

◆通院と公共施設利用も合計16％

①通勤・通学

40%

②買い物・飲食
20%

③通院

6%

④福祉施設・公

共施設の利用
10%

⑤趣味・娯楽

13%

⑥仕事

2%

⑦帰宅

6%

⑧観光

1%
⑨その他

2%

利用目的

②いつ
よく使われている？

0 10 20 30 40 50 60 70

20時台

19時台

18時台

17時台

16時台

15時台

14時台

12時台

11時台

10時台

9時台

8時台

7時台

6時台

時間帯別の一日あたりの利用者数

◆利用は朝７〜８時台と
夕方17時台に集中している

◆６〜８時台、17〜20時台
の利用目的は通勤・通学が８割

◆日中（９〜16時）は
買い物、通院、公共施設利用
の目的が多い

11
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③どんな年代の人が
使っている？

年代別利用者の割合

◆最多は「80歳以上」
次に多いのは「50歳代」「70歳代」

◆70歳代以上が多く、
20歳代以下はやや少なめ

◆年代別の極端な利用の差はなく、
幅広い年代で利用されています

10歳代以下

5%
20歳代

10%

30歳代

12%

40歳代

12%
50歳代

16%

60歳代

12%

70歳代

16%

80歳以上

17%

一方で、こんな声もあります

コミュニティバスを
「利用していない(63.2％)」
「年に数日利用する(18.2％)」
約８割の住民が日常的な移動手段
として使っていない

◆利用頻度
・乗りたい時間に合わない
・車など他の移動手段がある
・移動手段の大部分が

「自分で車やバイクを運転する」
「家族等の車による送迎」

◆利用しない理由

第8次大口町総合計画策定のためのアンケート調査より（令和７年８月実施）

13

14
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一方で、こんな声もあります

「巡回バスの利便性」について
全37項目中で前回調査時からの
重要度に関する上昇幅が、
最も大きい

移動手段を重要と考える人が
増えている

◆重要度の上昇
施策の優先度順位（全37項目）

全体 ５位
北地域 ４位
中地域 ７位
南地域 １位

◆優先度順位が高い

第8次大口町総合計画策定のためのアンケート調査より（令和７年８月実施）

３ 公共交通以外の交通サービス
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町内を走る交通サービスの一例
企業送迎バス
会社の従業員向けに、
通勤のために運行

スクールバス
小学校の下校バスや
自動車学校の送迎バ
ス等、児童・生徒の
通学のために学校が
運行

病院巡回バス
町内の総合病院が、
病院への通院を支え
るために運行

おでかけサポートカー
外出に不安のある方
を対象に、地域で支
える移動サービス
(令和7年10月開始)

誰でも使える？使えない？

それぞれが町の移動を部分的に支え合っています

＜利用者や目的が限られるもの＞＜誰でも利用できるもの＞

― 交通サービスのちがい ―
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◆ おでかけサポートカーは、外出に不安のある方を対象に、
通院・買い物・地域活動などの移動をお手伝いする移動サービスです。

・地域のボランティアドライバーが
役場の公用車で送迎します。

・利用は事前予約制で、
利用料金は無料です。

おでかけサポートカーとは？

・安心して外出できる環境づくりを目的とし、
現在は南地域で運行しています。

〜地域で支える 日常のおでかけ〜
利用者登録 ７２名
（令和８年１月末時点）

ひと月に 約120回 運行

４ これからに向けて
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大口町地域公共交通計画を作成しています
①どんな計画？

② どのように作っている？
・住民アンケートや利用者アンケートを実施
・コミュニティバスの利用実態調査を実施
・協議会で検討しています

高齢化や人口構造の変化が進んでい
る中で、将来も安心して移動できる
町であり続けるために、大口町の公
共交通の方向性を示す計画です

今日の皆さんの声も大切な材料です

③今後の予定
R7.4〜 各種調査開始
R8.4〜 調査結果をもとに協議を重ね、

素案を作成
R8.12 パブリックコメント
R9.1〜 最終仕上げ
R9.3 「大口町地域公共交通計画」

完成

なぜ、今考えることが大切なのか
暮らしに直接関わる問題
・免許返納後の移動手段
・通院・買い物への影響
・家族の負担増加

続けるのが難しくなっている
・運転手不足
・運行コストの増加
・働き方ルールの変更

あとからでは間に合わない
・なくなってからでは遅い
・今なら見直しができる
・準備には時間が必要

近年、国の制度改正により、
運転手の働き方のルールが変
わりました。
その影響で、大口町でも減便
やルートの見直しを行ってい
ます。
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